
6 �D�… データを取得・記録するために必要な実験

支援機能をもった実験ラック，の開発を独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下，JAXA と呼ぶ）との契約に基

づいて行った．また，引き続き実施される宇宙実験に備えて新たな実験装置，実験ラックも開発しており，今後の宇宙実験の成功に継続的に貢献する所存である．

2.　JEM与圧部実験装置

　2. 1 （ JEM�p�Æ�ˆ�p�V�”�É�¦�î�g
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株式会社IHIエアロスペース　宇宙技術部

永　島　貴　穂　株式会社IHIエアロスペース　宇宙技術部

国際宇宙ステーション日本実験モジュール与圧部は 2008 年 5 月に打ち上げられ，同年 8 月から宇宙実験が実施
されず采 封与圧武宇宙実源Ú 田迄実験
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搭載可能である．

　2. 2　船内実験室搭載実験装置
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30 mm，液柱長さ：約 60 mm 60 mm




